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Excel 1 クリックデータ更新機能 設定手順 

 

本手順書では、Excel 1クリックデータ更新機能の設定方法を説明します。 

CSVEXの共有フォルダ機能を利用して、共有フォルダ上の最新ファイルから Excel シートに

直接データを取り込むことができます。Excelシートに最新ファイルへの接続を定義すると、

次からは 1クリックでデータの最新化が可能です。 

本手順書では、設定例として「株価一覧表」と「投資指標データ」への接続を定義します。 

 

【必要環境】 

・Windows版 Excel 2016・2019・2021（Office 365 含む）（※） 

・CSVEXの共有フォルダ機能 

 

※ Excel 2013でもアドイン「Microsoft Power Query for Excel」を追加導入して、同様

の機能を実現することができます。ただし、KABU+会員サポートの対象外です。 

https://www.microsoft.com/ja-jp/download/details.aspx?id=39379 
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Excel 1クリックデータ更新機能 設定手順 

 

① 最新 CSVファイルのインポート（例：株価一覧表） 

「データ」タブを開いて「データの取得」「ファイルから」「テキストまたは CSV から」を

クリックします。 

 

 

 

共有フォルダ（標準設定では Z ドライブ）配下のフォルダから株価一覧表の最新 CSV ファ

イル（ファイル名に日付無し）を選択して「インポート」をクリックします。 
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ここで「Webコンテンツへのアクセス」画面が表示された場合は、「基本」タブを選択して、

ご自身の ID・パスワードを入力し、「接続」ボタンをクリックして下さい。 

 

 

 

 

② 列タイプの数値型への変更 

確認画面が開いたら「編集」ボタンをクリックします。 
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編集画面（クエリエディター）が表示されます。 

 

 

 

「株価」列の ABCマークをクリックして列タイプを変更します。 

「10進数」を選択して「現在のものを置換」をクリックします。 
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変更が適用された画面です。 

「株価」列の ABCマークが 1.2マークに変わったことを確認します。 

 

 

 

同様の手順で、「株価」列から右の列も列タイプを変更します。 
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変更が適用された画面です。「閉じて読み込む」ボタンをクリックします。 

 

 

 

「閉じて読み込む」ボタンをクリックすると、CSV ファイルが読み込まれます。 

読み込み完了後の画面は次のようになります。 
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③ テーブルデザインの選択 

「デザイン」タブからお好みのテーブルデザインを選択して下さい。 

 

 

 

④ シート名の変更 

「株価一覧表（最新）」等の分かりやすいシート名に変更します。 
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⑤ 名前の定義 

VLOOKUP関数等で扱いやすいように名前を定義します。 

A の左の▲枠をクリックしてシート全体を選択し、さらに右クリックします。 

 

 

 

右クリックで表示されたメニューから「名前の定義」をクリックします。 
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名前に「最新株価一覧表」等の分かりやすい名前を入力して OKボタンをクリックします。 

 

 

 

⑥ Excelシートの最新化テスト 

「データ」タブから「すべて更新」をクリックすると最新のデータが反映されます。 

 

 

これで最新の株価一覧表への接続設定が完了しました。 
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⑦ 最新 CSVファイルのインポート（例：投資指標データ） 

株価一覧表と同様の手順で、投資指標データの CSV ファイルを設定します。 

共有フォルダ（標準設定では Z ドライブ）配下のフォルダから投資指標データの最新 CSV

ファイル（ファイル名に日付無し）を選択して「インポート」をクリックします。 

 

 

 

⑧ 列タイプの数値型への変更 

株価一覧表と同様の手順で、数値型になっていない数値列に対して列タイプを変更します。 

最後に「閉じて読み込む」ボタンをクリックします。 
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⑨ テーブルデザインの選択 

「デザイン」タブからお好みのテーブルデザインを選択して下さい。 

 

 

⑩ シート名の変更 

「投資指標データ（最新）」等の分かりやすいシート名に変更します。 

 

 

⑪ 名前の定義 

VLOOKUP関数等で扱いやすいように「最新投資指標データ」等の名前を定義します。 
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⑫ Excelシートの最新化テスト 

「データ」タブから「すべて更新」をクリックすると 2つのシートが最新化されます。 

 

 

これで最新の株価一覧表・投資指標データへの接続設定が完了しました。 

ご自身の Excel シートから VLOOKUP 関数等を使用してこの 2 シートの値を参照するように

設定すれば、次からは 1クリックで Excelシート全体の最新化が可能です。 

 

 

⑬ 外部データ接続の有効化（次回以降の起動時） 

次回ファイルを開いた際に「外部データ接続が無効になっています」というメッセージが

表示された場合は、「コンテンツの有効化」ボタンをクリックして下さい。 
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エラーメッセージ 原因と対策 

 

■「提供された資格情報で認証することができませんでした。もう一度お試しください。」 

Excel で共有フォルダの CSV ファイルに接続した際、「Web コンテンツへのアクセス」画面

が表示されて「提供された資格情報で認証することができませんでした。もう一度お試し

ください。」というエラーが発生することがあります。 

この原因として多いのは、Excelの認証情報入力画面で「匿名」タブが選択されており、匿

名で共有フォルダに接続しようとしているために認証エラーが発生するケースです。この

場合は「基本」タブを選択して、ご自身の ID・パスワードを入力して下さい。 

 

 

 

■「[DataSource.Error] リモートサーバーに接続できません。」 

■「[DataSource.Error] リモート名を解決できませんでした。」 

データの最新化を行う際に「リモートサーバーに接続できません。」「リモート名を解決で

きませんでした。」というエラーが発生することがあります。 

これは PCと共有フォルダ（WebDAV）サーバー間のネットワークが不通の場合に発生するエ

ラーです。接続されているネットワークが無線 LAN であれば、電波状態をご確認下さい。 

 

■「[DataSource.Error] 接続が切断されました: SSL/TLS のセキュリティで保護されてい

るチャネルに対する信頼関係を確立できませんでした。」 

データの最新化を行う際にセキュリティ通信のエラーが発生することがあります。 

Windows OSの再起動を行ってからデータの最新化をお試し下さい。 

 

■「データソースの初期化に失敗しました。」 

異なるバージョンの Excel でデータモデルを開いたときに発生するエラーです。 

例えば、Excel 2016で作成した Excelシートを別端末の Excel 2010で開いた場合や、古い

Excel 97-2003 ブック形式（.xls）で保存した後に再度開いた場合等です。 

接続を定義した後は、定義した Excelと同じバージョンの Excelで開くようにして下さい。 

（Excel 1クリックデータ更新機能の必要環境については p.1をご参照下さい。） 


